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調査地は食用のクルミの仲間 Juglans sigillata Dodeの栽培が盛んな雲南省北西部に位置する大理市漾濞
（標高 1,860 m）である。Juglans sigillata は種子に含まれる油分の割合が高く，雲南省では別名漾濞核桃，
茶核桃などと呼ばれている（匡・路 1979）。漾濞の集落近くに幅 5 mほどの急な川が流れており，川に沿う
ように急な斜面などに樹高 15 mを超える Juglans sigillata が多数栽培され，秋にはこの実を収穫している。
シャガやイチハツは時折混在しながら Juglans sigillata 樹林下などに多数の集団を形成していた。漾濞では
Juglans sigillata からたくさんの収量を得られるように木の周りは定期的に下刈りされているが，シャガや




同所的に見られたシャガとイチハツの生育環境の違いを調べるため，最大傾斜 20度ほどの Juglans sigillata
の樹冠下で 2 m×14 mの方形区を設けた。シャガ，イチハツともに根茎の広がりを地図上にマッピングした
（Fig. 1）。調査日は 2006年 9月 5日で両種ともに開花はすでに終わっていたため葉の形状と色によりシャガ
とイチハツを区別した。また，2 m×14 mの方形区を 2×2 m2ごとに No.1-No.7に分け土壌 pH，土壌硬度を
測定した（Table 1）。土壌 pHは堀場製作所製の twin pH B 212を用い，土壌硬度は大起理化工業株式会社
製のプッシュコーン DIK-5533で No.1-No.7のそれぞれで 5ヶ所測定し，平均値を求めた。
No.1-No.3までの Juglans sigillata の根元に近いところにシャガが多く分布し，離れた No.7ではイチハツ
が優占した（Fig. 1）。土壌 pHは No.1-No.7で 7.0～7.6の値を示し，それぞれで大きな違いはなく，土壌硬
度は小石が多くあった No.3だけが大きい値を示した（Table 1）。現地での観察からシャガが多く生育する No.1
-No.3の Juglans sigillata の樹冠に覆われた場所はリター層が発達し，地面の傾斜が大きいため土壌から水
がしみ出すような場所もあり土壌の湿度が高く，樹冠に被隠されているため日射量も少ない（Fig. 2）。一方
で，イチハツの多い No.5と No.7はリター層がほとんど無く，少し乾燥気味で Juglans sigillata の樹冠から
やや離れるため日射量が多い。No.5と No.6は草丈 1 mほどの株立ちになった北米原産の帰化植物 Ageratina
adenophora（Sprengel）R. King & H. Robinsonがたくさん生え，No.4は川へ降りるための人の通路がある
ため，シャガやイチハツの生育場所が限られていた。
調査地点以外でも水力発電所の駐車場として砂利の敷かれた端の比較的乾燥し，明るい場所にはイチハツだ
けが生育していた。イチハツも Juglans sigillata などの樹林下でシャガよりも優占して生育する場所も見ら
No. 1 No. 2 No. 3 No. 4 No. 5 No. 6 No. 7
Soil pH 7.3 7.0 7.5 7.4 7.2 7.6 7.6
Soil hardness（MPa） 6.2 6.4 8.5 5.6 5.9 6.0 6.7
Table 1. Soil pH and hardness in each block
Soil hardness indicates the mean value of five point in each block examined.
































Fig. 2. Topographical map of the study site.
Fig. 1. Spacial distribution of Iris japonica and
I. tectorum in Yangbi, Dali City, Yunnan,
China.
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